
2022年３月期  第１四半期決算短信〔ＩＦＲＳ〕（連結）
2021年８月６日

上場会社名 プレミアグループ株式会社 上場取引所  東

コード番号 7199 ＵＲＬ  https://www.premium-group.co.jp/

代表者 （役職名）代表取締役社長 （氏名）柴田　洋一

問合せ先責任者 （役職名）取締役常務執行役員 （氏名）金澤　友洋 ＴＥＬ  03-5114-5708

四半期報告書提出予定日 2021年８月13日 配当支払開始予定日 -

四半期決算補足説明資料作成の有無：有

四半期決算説明会開催の有無      ：無

（百万円未満四捨五入）

（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

営業収益 税引前利益 四半期利益
親会社の

所有者に帰属する
四半期利益

四半期包括利益
合計額

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2022年３月期第１四半期 4,891 21.6 832 △29.4 608 △21.9 608 △22.5 584 △28.7

2021年３月期第１四半期 4,022 27.7 1,180 △50.1 779 △49.6 784 △49.3 820 △47.1

基本的１株当たり
四半期利益

希薄化後１株当たり
四半期利益

円 銭 円 銭

2022年３月期第１四半期 47.45 46.87

2021年３月期第１四半期 61.46 60.57

資産合計 資本合計
親会社の所有者に

帰属する持分
親会社所有者
帰属持分比率

百万円 百万円 百万円 ％

2022年３月期第１四半期 68,314 7,596 7,515 11.0

2021年３月期 68,156 7,291 7,211 10.6

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2021年３月期 - 22.50 - 23.50 46.00

2022年３月期 -

2022年３月期（予想） 25.00 - 25.00 50.00

（％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率）

営業収益 税引前利益 当期利益
親会社の所有者に
帰属する当期利益

基本的１株当たり
当期利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 21,446 20.3 3,500 1.1 2,422 1.2 2,409 1.1 186.99

１．2022年３月期第１四半期の連結業績（2021年４月１日～2021年６月30日）

（２）連結財政状態

２．配当の状況

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無：無

３．2022年３月期の連結業績予想（2021年４月１日～2022年３月31日）

注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無：無



①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 2022年３月期１Ｑ 13,334,390株 2021年３月期 13,334,390株

②  期末自己株式数 2022年３月期１Ｑ 528,593株 2021年３月期 528,293株

③  期中平均株式数（四半期累計） 2022年３月期１Ｑ 12,806,094株 2021年３月期１Ｑ 12,748,778株

※  注記事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）：無

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更

①  ＩＦＲＳにより要求される会計方針の変更：無

②  ①以外の会計方針の変更                ：無

③  会計上の見積りの変更                  ：無

（３）発行済株式数（普通株式）

※  四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です。

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

　　１．決算に関する詳細情報は、本日公表の決算説明資料及び四半期報告書にて記載していますので、併せてご覧くだ

　　　　さい。

　　　　決算説明資料はこちらから　　https://ir.premium-group.co.jp/ja/library/presentation.html

　　四半期報告書はこちらから　　https://ir.premium-group.co.jp/ja/library/securities.html

２．上記の業績予想は、本資料の発表日現在において当社が入手している情報及び合理的であると判断する一定の前

　　提に基づき作成したものであり、実際の業績は、今後様々な要因によって予想数値と異なる結果となる可能性が

　　あります。
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プレミアグループ株式会社(7199)
2022年３月期　第１四半期決算短信〔IFRS〕（連結）



（単位：百万円）

前連結会計年度
（2021年３月31日）

当第１四半期
連結会計期間

（2021年６月30日）

資産の部

現金及び現金同等物 8,054 6,962

金融債権 23,394 23,842

その他の金融資産 9,829 11,027

有形固定資産 3,644 3,613

無形資産 5,768 5,742

のれん 3,958 3,958

持分法投資 1,434 1,348

繰延税金資産 2 2

保険資産 3,111 3,589

その他の資産 8,961 8,231

資産合計 68,156 68,314

負債の部

金融保証契約 25,079 26,239

借入金 19,641 19,357

その他の金融負債 6,703 6,111

引当金 302 310

未払法人所得税 648 170

繰延税金負債 1,404 1,438

その他の負債 7,087 7,093

負債合計 60,865 60,718

資本の部

親会社の所有者に帰属する持分

資本金 1,612 1,627

資本剰余金 1,281 1,287

自己株式 △1,201 △1,201

利益剰余金 5,403 5,709

その他の資本の構成要素 116 93

親会社の所有者に帰属する持分合計 7,211 7,515

非支配持分 79 80

資本合計 7,291 7,596

負債及び資本合計 68,156 68,314

１．要約四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）要約四半期連結財政状態計算書
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プレミアグループ株式会社(7199)
2022年３月期　第１四半期決算短信〔IFRS〕（連結）



（単位：百万円）

　前第１四半期連結累計期間
（自　2020年４月１日

　　至　2020年６月30日）

　当第１四半期連結累計期間
（自　2021年４月１日

　　至　2021年６月30日）

営業収益 4,022 4,891

その他の金融収益 38 1

持分法による投資利益 13 63

その他の収益 613 4

収益合計 4,686 4,958

営業費用 3,484 4,085

その他の金融費用 19 24

その他の費用 3 16

費用合計 3,506 4,125

税引前四半期利益 1,180 832

法人所得税費用 401 224

四半期利益 779 608

四半期利益の所属

親会社の所有者 784 608

非支配持分 △5 0

四半期利益 779 608

親会社の所有者に帰属する

１株当たり四半期利益

基本的１株当たり四半期利益（円） 61.46 47.45

希薄化後１株当たり四半期利益（円） 60.57 46.87

（２）要約四半期連結損益計算書
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プレミアグループ株式会社(7199)
2022年３月期　第１四半期決算短信〔IFRS〕（連結）



（単位：百万円）

 前第１四半期連結累計期間
(自　2020年４月１日

　至　2020年６月30日)

 当第１四半期連結累計期間
(自　2021年４月１日
　至　2021年６月30日)

四半期利益 779 608

その他の包括利益

純損益に振り替えられる可能性のある項目

在外営業活動体の換算差額 △0 1

持分法によるその他の包括利益 41 △25

税引後その他の包括利益 41 △24

四半期包括利益 820 584

四半期包括利益の帰属

親会社の所有者 825 583

非支配持分 △5 1

四半期包括利益 820 584

（３）要約四半期連結包括利益計算書
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（単位：百万円）

親会社の所有者に帰属する持分

資本金 資本剰余金 自己株式 利益剰余金

その他の資本
の構成要素

新株予約権

2020年４月１日残高 1,534 1,260 △1,201 3,587 10

四半期包括利益

四半期利益 - - - 784 -

その他の包括利益 - - - - -

四半期包括利益合計 - - - 784 -

所有者との取引額等

自己株式の取得 - - △0 - -

配当金 - - - △280 -

株式に基づく報酬取引 15 7 - - 1

所有者との取引額等合計 15 7 △0 △280 1

2020年６月30日残高 1,549 1,266 △1,201 4,090 11

（単位：百万円）

親会社の所有者に帰属する持分

非支配持分 資本合計
その他の資本の構成要素

合計持分法によ
るその他の
包括利益

在外営業活
動体の換算

差額
計

2020年４月１日残高 53 △1 62 5,242 70 5,312

四半期包括利益

四半期利益 - - - 784 △5 779

その他の包括利益 41 0 41 41 △0 41

四半期包括利益合計 41 0 41 825 △5 820

所有者との取引額等

自己株式の取得 - - - △0 - △0

配当金 - - - △280 - △280

株式に基づく報酬取引 - - 1 23 - 23

所有者との取引額等合計 - - 1 △258 - △258

2020年６月30日残高 95 △1 104 5,810 65 5,874

（４）要約四半期連結持分変動計算書
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（単位：百万円）

親会社の所有者に帰属する持分

資本金 資本剰余金 自己株式 利益剰余金

その他の資本
の構成要素

新株予約権

2021年４月１日残高 1,612 1,281 △1,201 5,403 10

四半期包括利益

四半期利益 - - - 608 -

その他の包括利益 - - - - -

四半期包括利益合計 - - - 608 -

所有者との取引額等

自己株式の取得 - - △0 - -

配当金 - - - △301 -

株式に基づく報酬取引 15 6 - - 0

所有者との取引額等合計 15 6 △0 △301 0

2021年６月30日残高 1,627 1,287 △1,201 5,709 10

（単位：百万円）

親会社の所有者に帰属する持分

非支配持分 資本合計
その他の資本の構成要素

合計持分法によ
るその他の
包括利益

在外営業活
動体の換算

差額
計

2021年４月１日残高 108 △2 116 7,211 79 7,291

四半期包括利益

四半期利益 - - - 608 0 608

その他の包括利益 △25 1 △24 △24 0 △24

四半期包括利益合計 △25 1 △24 583 1 584

所有者との取引額等

自己株式の取得 - - - △0 - △0

配当金 - - - △301 - △301

株式に基づく報酬取引 - - 0 22 - 22

所有者との取引額等合計 - - 0 △279 - △279

2021年６月30日残高 83 △1 93 7,515 80 7,596
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（単位：百万円）

 前第１四半期連結累計期間
(自　2020年４月１日
　至　2020年６月30日)

 当第１四半期連結累計期間
(自　2021年４月１日
　至　2021年６月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税引前四半期利益 1,180 832

減価償却費及び償却費 315 309

その他の金融収益及び金融費用 19 47

金融債権の増減額（△は増加） △577 △470

金融保証契約の増減額（△は減少） 471 1,160

その他の金融資産の増減額（△は増加） △937 △1,166

その他の金融負債の増減額（△は減少） △392 △568

その他の資産の増減額（△は増加） 2,112 244

その他の負債の増減額（△は減少） △74 1

持分法による投資損益（△は益） △13 △63

その他 △721 30

小計 1,382 357

利息の受取額 1 0

利息の支払額 △41 △38

配当金の受取額 - 98

法人所得税の支払額 △337 △654

営業活動によるキャッシュ・フロー 1,005 △236

投資活動によるキャッシュ・フロー

投資有価証券の取得による支出 △0 △0

有形固定資産の取得による支出 △531 △38

無形資産の取得による支出 △122 △36

貸付金貸付による支出 △15 △2

貸付金回収による収入 4 4

差入保証金の差入による支出 △30 △49

差入保証金の回収による収入 134 37

子会社の取得によるキャッシュ・フロー

（取得時の現金受入額控除後）
△94 -

その他 - 1

投資活動によるキャッシュ・フロー △654 △84

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の借入による収入 11,424 4,000

短期借入金の返済による支出 △7,406 △4,000

長期借入金の借入による収入 1,488 1,340

長期借入金の返済による支出 △1,458 △1,636

リース負債の返済による支出 △198 △196

自己株式の取得による支出 △0 △0

配当金の支払額 △278 △299

その他 25 20

財務活動によるキャッシュ・フロー 3,598 △771

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 3,949 △1,091

現金及び現金同等物の期首残高 6,286 8,054

現金及び現金同等物の為替換算による影響 1 △1

現金及び現金同等物の四半期末残高 10,236 6,962

（５）要約四半期連結キャッシュ・フロー計算書
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（６）要約四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

　該当事項はありません。

（会計方針の変更）

　該当事項はありません。

（会計上の見積りの変更）

　該当事項はありません。
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（単位：百万円）

報告セグメント
その他
(注１)

調整額及び
全社
(注２)

連結
ファイナンス 故障保証

オート
モビリティ
サービス

計

収益

外部顧客からの収益 2,855 964 203 4,022 - - 4,022

（単位：百万円）

報告セグメント
その他
(注１)

調整額及び
全社
(注２)

連結
ファイナンス 故障保証

オート
モビリティ
サービス

計

収益

外部顧客からの収益 3,203 1,073 614 4,890 0 - 4,891

セグメント損益

税引前四半期利益

（△損失）
657 171 △11 817 9 6 832

（セグメント情報）

(1）報告セグメントに関する全般的情報

当社グループの報告セグメントは、当社グループの構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、

当社取締役会が、経営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているも

のであります。

当社グループは、前連結会計年度まで、「クレジット関連事業」を単一セグメントとし事業展開しておりま

したが、クレジット事業以外の事業からの収益が拡大していることを受け、当第１四半期連結会計期間より、

従来事業サービス別に管理していた分野を基に「ファイナンス事業」、「故障保証事業」及び「オートモビリ

ティサービス事業」の３区分を報告セグメントとし、報告セグメントごとの業績を当社取締役会に報告して業

績管理する等、セグメント別の経営を開始しております。

各報告セグメントの概要は、以下になります。

「ファイナンス事業」は、主にお客様が商品やサービスを購入する際に、分割払いができる金融サービスを

提供するクレジット事業・オートリース事業及び債権回収サービスから構成されております。

「故障保証事業」は、お客様が当社グループの提携先を通じて自動車を購入し、保証サービスの提供を希望

される場合、一定の保証料をお支払いただくことで、購入された自動車に故障が発生した際、あらかじめ定め

た保証の提供範囲内において、無償で修理が受けられる「故障保証」サービスから構成されております。

「オートモビリティ事業」は、自動車流通事業を運営するうえで必要とされる複数のサービス（自動車部品

販売、自動車卸販売、ソフトウェア販売等）の提供を行う「オートモビリティサービス」を中心に構成されて

おります。

当社グループは、当社取締役会が使用する事業セグメントへ、資産及び負債を配分しておりません。

(2）報告セグメントごとの利益または損失

当社グループのセグメント別の各損益は、基本的に連結財務諸表の作成基礎と同様の方法で作成しておりま

す。調整額及び全社には、特定の事業セグメントに配賦されない損益及びセグメント間の内部取引消去が含ま

れております。なお、セグメント間の内部取引価格は市場実勢価格に基づいております。

当社グループは当第１四半期連結会計期間より、ファイナンス事業、故障保証事業及びオートモビリティサ

ービス事業の３つの事業セグメントを当社取締役会が業績を評価するための単位に変更しております。当社グ

ループは当第１四半期連結会計期間よりセグメント別の損益管理を行っており、前第１四半期連結累計期間の

セグメント情報は、実務上可能な範囲で当第１四半期連結累計期間と同様の方法で計算し、「外部顧客からの

収益」のみを修正再表示しております。

前第１四半期連結累計期間（自　2020年４月１日　至　2020年６月30日）

当第１四半期連結累計期間（自　2021年４月１日　至　2021年６月30日）

（注１）「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、主にシステム事業でありま

す。

（注２）「調整額及び全社」は、主にセグメント間取引消去、事業セグメントに帰属しない全社分であります。
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（重要な後発事象）

　該当事項はありません。
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